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1. はじめに 
社会的な高齢化とともに独居高齢者の比率も高まり、家

族の歴史・体験・培った知恵等の伝達がないまま終焉を迎

えるケースの増大が予想される。技術の発達でコミュニケ

ーション手段は充実する一方、デジタル機器が苦手で活用

できない高齢者も多く、そこには積極的動機付けが左右し

ていると言える。本研究は、家族内のコミュニケーション

を通し、高齢者の経験をヒアリングすることによって、家

族の歴史を構築してゆくシステムの開発を通して、高齢者

社会の情報伝達に貢献することを主旨とする。 

2. 人生の物語の記録支援の背景と意義 
記憶の総合は、ある意味で人生の物語であると言える。

しかしながら、年齢を経るほど人生について語る機会が減

少し、社会的な孤立を感じる高齢者は多いと言われている。

世代間のコミュニケーションが積極的に図られていないと

いう状況は国内外を問わない。 
人生の物語の聞き取りが、知識の継承として世代を超え

た人々にとって重要性が高いものであることは、様々な調

査で明らかにされてきた。日本においては歴史学の柳田國

男が「日本人とは何か」を考察し[1]、宮本常一は著作『忘

れられた日本人』に見るようにフィールドワークを深めて

史実には書かれていない真実の姿を見出した [2][3]。 
また、人生の物語を語ることが健康に有益であることも

明らかにされてきた。ニューヨーク国際長寿センター創設

者のロバート N.バトラーは、1963 年の論文で「ライフレ

ビュー（回想）」という用語を使用し、その有効性を発表

した [4]。1970 年代半ばに南カリフォルニア大学（USC）

のデイビス老年学学校を創設した J.バーレンは、人生の経

験の文書化を支援する「ガイド付き自伝（GAB）作成方法」

を提案した[5]。その他、個人のライフヒストリーの表現を

支援する方法や、社会開発、対人力学、状況学習、また、

個人的変容等に関する事例や研究について、様々な国での

報告がある [6]- [11]。 
さらに、テクノロジーの発達とインターネットの普及に

よる新しいコミュニケーション機会の出現で、人生の物語

の記録活動が相次いだ。StoryCorps 社は、高齢者介護施

設、図書館、個人の住居を訪問して数千の物語を収集した

[12]。また、録音や録画等で思い出の記録を支援する

「Memory Man」[13]、世代を超えた追跡ドキュメントと

しての Web サイト「Family Legacy Video」もある[14]。
日本においても家族の歴史を残すことが多様に喚起され、

執筆方法に関する書籍も増版を重ね[15]、介護現場での聞

き取りの有効性も示された [16]。スマートフォンアプリで

も、家族史、自分史を記入するものが登場した。 

以上で見出せるように、高齢者の人生の物語の記録への

関心は拡大しており、多様な支援ニーズが潜在していると

言える。 
本研究では、人生の物語、家族の歴史などのライフヒス

トリの記録活動を支援するシステムを考察し、最適となる

ようなモデルの設計を進めている。 
本システムの重要な特徴は家族間に限定した通信ネット

ワークの設定である。一般的なネットワーク（公衆送信）

の場合は次の事項が関わる。高齢者は自身について話すこ

とに消極的になる可能性が高いこと、取材とストーリー作

成、さらに配信までの全行程において経験ある専門家への

委託が重要になること、思い出の話に登場する家族以外の

人々のプライバシー問題、法的観点、倫理的および道徳的、

その他、広いリスク回避が必要になること等である。 
上記の多様な問題を回避する基盤を持ち、一連の記録行

程を効果的に行うことで、強いては知的財産の継承として

有益となることを目指すものが本システムである。 

3. ライフヒストリ記録支援システム 
3.1 システムの特性と編成 

以下にライフヒストリ記録支援システムの概要図を示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1：ライフヒストリ記録支援システム 1 日本大学大学院 生産工学研究科  
Graduate School of Industrial Engineering, Nihon University 

2 日本大学 理工学部  
College of Science and Technology, Nihon University 

3 日本大学 生産工学部 
College of Industrial Technology, Nihon University 
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 本システムは、情報インプット部、情報オペレーション

部、情報アウトプット部の 3 部構成である。各部の内容は

以下の通りである。 
3.1.1 情報インプット部 
情報のインプットは、家族のコミュニケーションの流れ

の中でヒアリング機会をひき出し、そこに本システムで標

準設定したインタビューを取り入れるものである。つまり、

一度ないし数回で完結させる通常の取材と異なり、締め切

りを決めずに、短時間のヒアリングを日常的に継続して行

うものである。インタビュー内容は、対話の進行に応じて

自然なフロートークにも対応させる。つまり、構造的、非

構造的の双方を可能とする。 
インタビューの方法は、対面、電話、またはオンライン

通信システム等の身近な手法で行い、交換された情報はデ

ジタルまたはアナログの記録システムに連結させる。ある

段階で、インターフェースとしてのロボットの導入の可能

性を検討する。 
録音された音声、ビデオ、または手書きのメモは、情報

のローデータと見なす。中長期にわたって収集された情報

は、データベースに格納する。任意のタイミングで、アー

カイブされたデータに戻って、特定部分の調整または結合

を可能とする。つまり、システムはスパイラル方式とし、

このことから、保存された情報に家族はいつでもアクセス

でき、内容の更新も可能とする。 
3.1.2 情報オペレーション部 
記録された情報は、アルゴリズムに基づき自動的処理を

施す。基本的に 2 つのステップを持つ。また、自然言語処

理（NLP）の手法を含む。 

（1）語り（音声）のテキスト転写 

（2）テキスト情報の処理 

情報は加工の工程を経ずに未処理の状態で保存する。テ

キストでは用語の変容が記録され、ビデオとオーディオ録

音では、顔の表情や発話トーンが記録される。未処理のデ

ータは個性をより反映し、心理学的分析にも繋げることが

可能である。また、話をする高齢者に対して、聞き取りを

する者の世代が離れるほど、理解が困難な場合が想定でき

るが、このこと自体も時代背景の比較素材となり得る。 

未加工のテキストデータから重要な情報を自動的に抽出

する。また、家族の多様な状況や需要を考慮し、入力から

出力までを単純な行程で完結できるようなアプローチで開

発を行うこととする。 

開発の第１段階は、インタビュー・コンテンツ（時期、

場所、トピック）の書き込みフォーム「ライフヒストリ・

フォーム（以降「LH フォーム」と言う）」の作成である。 

開発の第 2 段階は、多様な情報が組み込まれた複雑な内

容を、論理的構成のストーリーへ自動編纂するためのシス

テムの開発である。 

上記のため、論理的な文章構成として、パラグラフ・ラ

イティング手法を使用する。一つのトピックを１枚の簡潔

な文章として最小のユニットとする。これを「トピックカ

ード」と呼ぶ。 
3.1.3 情報アウトプット部 
ライフヒストリは、トピックカード単位で表示する。高

齢者が閲覧するインターフェイスは、タブレット、スマー

トフォンなどの、一般に普及している機器を基本とする。

閲覧者の情報へのアクセスが、より簡便であることが必要

であり、機器操作をサポートする機能を組み込むものとす

る。 

3.2  予備実験 

本システムを設計するにあたり、実装に必要な情報を取

得するため予備実験としてヒアリングを実施し、課題を以

下とした。 
① ヒアリング 
② ライフヒストリ・フォーム構成 
③ 閲覧方法 

 
各部における調査事項を図 2 に示す。 
 

情報インプット部 
① ヒアリング 

（コミュニケーション手法） 

 
対面 

 

 
オンライン 

 
電話 

（収録方法） 

 
・録音・録画 

・スチール写真（表情） 
 

 
・筆記 

・音声からの自動筆記 

↓ 

情報オペレーション部 
② 記録および処理 

 
・ライフヒストリフォームでの時系列振り分け 

・パラグラフ文章化（トピック毎） 
 

↓ 

情報アウトプット部 
③ 閲覧用の表示 

 
・情報のユニット「トピックカード」の設計 
・インターフェイスのアクセサビリティ最適化 

・音声認識機能の組み込み 
 

 
図 2 各部に関する予備実験 

 
3.2.1 ヒアリングの実施（図 2①） 
本研究開発において、聞き取り行為を「ヒアリング」と

呼び、ライフヒストリ取材に特化した質問部分を「インタ

ビュー」、その取材者を「インタビュアー」、対象者を

「インタビュイー」と呼ぶ。 

ヒアリングの実行について、インタビュアーは、インタ

ビュイーに、本研究の意義と目的を事前に伝え、成果物は

双方で共有するものとの合意を持って情報収集を進行した。

情報を閲覧できる人の範囲は、基本的に家族であるが、詳

細はインタビュイーが決定する。合意・決定事項はインタ
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ビュアーが記録する。この記録は、ライフヒストリ情報共

有合意書あるいは同等とし、関連法令に基づき、社会的効

力があるものとする。例として、家族においても閲覧者、

閲覧項目を制限できる。 

今回の予備実験では、4 名の後期高齢者（A,B,C,D）の協

力を得た。 
ヒアリングでは、自然なコミュニケーションにおいてイ

ンタビューを挟むという形式を重んじた。収録方法は、同

居の場合はビデオ撮影、録音、ノートへのメモ、別居の場

合は電話およびテレビ電話など（図中では「オンライン」

と記載した）である。 
ヒアリングの収録はインタビュアーの役割である。ヒア

リングの段階で得るものは、音声、ビデオ映像、そしてテ

キスト等で存在する、当コミュニケーション全体を記録し

た生のデータベースである。大量のデータから、速やかに

閲覧したい情報を表示するという実用化のために、ローデ

ータから、関連性の高い情報を自動的に抽出できるアプロ

ーチを重んじる。 

現在の後期高齢者は第二次世界大戦の影響を濃くけてい

る世代である。この時代の記録は稀少であり、価値の高い

ものとして優先的聞き取り事項とした。 
本稿 2章で記した聞き取りに伴う健康面の有益性に関し

ても注視する。これは高齢者医療の学際的研究を行ったシ

ドニー・カッツが 1950 年代に提唱した日常生活動作の指

標「ADL (Activities of Daily Living) 」[17][18]に繋がる。 

ヒアリング実施の概要は以下である。 
初期は、LH フォームに設定した基礎事項を質問した。

時期に沿って、住まいの場所、学校を中心とする事柄であ

る。得た情報は LH フォームに手動入力をした。この過程

で音声認識ソフトウェアの使用も挟んだ。 
回を重ねるごとに、初期ヒアリングで得た情報を元に、

関連事項を尋ねていく。画像や映像を準備してモニターで

表示しながら対話を進めた。この画像表示は、回想法と同

等であり、関連する記憶の呼び起こしに繋がっていった。 
協力者４名のうち、長期に渡って聞き取りを行ってきた

C の場合は、兄弟、両親、さらに祖父母に関することに及

んでいる。次々に思い出すことを LH フォームに時系列に

配置することで、明治時代に遡った家系の表現となってい

る。 
3.2.2  記録フォームおよび処理方法の検討（図 2②） 
ヒアリングで入手した事柄は、時系列の LH フォーム上

で、テキスト情報となっている。 
ヒアリング時のコミュニケーションは感情や雰囲気など

を重んじて進めるアナログ方式である。そこでは情報が断

片（ピース）としてランダムに語られる。これらのピース

をロジックとして整理していくことで、トピックがユニッ

トごとに整理される。これは「パラグラフ・ライティング」

の手法と同様である。次にパラグラフ・ライティングの手

法について述べる。 

「パラグラフ」は意味段落で構成される文章である。

「パラグラフ・ライティング」は、一つのパラグラフに、

一つのトピックのみを扱うものである。日本の場合の「段

落」は心理的、気分的であり、論理構造の「パラグラフ」

とは異なると言われている[19]-[21]。本研究のライフヒス

トリのプロセスでは、自動的な文章処理の実現のため、こ

のパラグラフ・ライティングを採用するものとする。 

パラグラフ・ライティングの基本構造を以下、図 3 およ

び図 4 に示す。 
 

 
 

図 3 パラグラフ・ライティングにおける情報の分類 
 

図 3（A）のグレー部はインタビュイーの語りの全体で

ある。そこから図 3（B）のように要素を取り出すことが

できる。要素は、主題を表す「トピック文（TS）」、トピ

ックを補足する「サポート文（SS）」、出来事の結論や感

想は「結論文（CS）」、そのほか、年（Y）、場所（P）
と分類できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 4 １つのトピックのパラグラフ化 
 
図 3 で行った分類を、年（Y）、場所（P）、主題

（TS）、その補足（SS）、として整理したものが図４であ

る。これが１トピックの基本文となる。サポート文のさら

なる補足によって詳細が説明されていく。また、結論文が

なく、トピック文とサポート文のみでもパラグラフは成立

する。 
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一つのトピックから新たな記憶が呼び起こされ、さらに

別のトピックが生まれることはしばしばある。その場合は、

新たなトピックとしてパラグラフを立てる。パラグラフを

集合させると節ができ、節の集合は章となる。章の集合で

物語が現れてくるのである。 
3.2.3 閲覧用の表示方法（図 2③） 
ヒアリングしたものはトピックごとにまとめられる。１

つのトピックについて、１枚のトピックカードを作成する。

インタビューを受けた本人や家族がノート PC やタブレッ

トを介して閲覧するのがこのトピックカードである。入手

した情報を元に複数のサンプルを作成している。 
また、予備実験において、画像資料が多いほど回想が活

発になることが明らかであった。家族所有の写真はデジタ

ル化してトピックカードに添付する。なお、インターネッ

ト上の画像や動画は、速やかに閲覧できるように、適宜に

URL などの情報を添えるものとする。 
以下に、協力者 C のトピックカードの例を示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 5 トピックカード例 
  

4. 議論と結論 
家族協調型ライフヒストリ記録支援システムは進行中の

プロジェクトである。本稿により、基本的な構想が固まり、

予備実験を通して手順や方法が整理できた。 
このシステムのデザインおよび開発は、人生の記憶を最

新のコミュニケーション手段によって記録し、それにより

健康的な加齢に貢献することを目指すものである。 
個人的な人生の物語を共有することは、世代を超えて利

益になる活動である。予備実験の結果から、本システムの

開発によって得られるメリットを確認することができた。 
高齢者は、誰かが耳を傾けるためにそこにいることで、

生き生きとしてくるという[16]。自尊心が戻り、認知能力

が改善され、ADL をより長く維持することは多くの人の

願望である。 
また、このシステムの利用に伴い、時代背景や生活に関

する既存の概念を修正し、新たな視点を得ることについて

も想定できる。若年層の人々は、通常、数十年前と現在と

の生活に相違があるのは理解していても、日常のどのよう

なところが異なるかについては未知のものが多い。本シス

テムが、多くの家族によって使用された場合の集合的な効

果は、文化の振り返りや歴史の検証などの興味が広がり、

社会的な意味を持つものに成長することであると考える。 
本研究の、今後の大きな課題の一つは、「独居高齢者が

自力で、ストレスなくアクセスできるインターフェイスと

して何を選択し、どうアレンジするか」である。条件は、

身体能力に依存しない操作性と、日課になるような継続性

とする。これは、日常の情報伝達に伴う相互作用に関する

調査と相補するものである。 
家族協調型ライフヒストリ記録支援システムの実用化で、

世代間での知恵のシェアが広く喚起されていくことをビジ

ョンとし、精度の追究を継続する。 
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